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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成22年12月2日(2010.12.2)

【公表番号】特表2010-507698(P2010-507698A)
【公表日】平成22年3月11日(2010.3.11)
【年通号数】公開・登録公報2010-010
【出願番号】特願2009-533788(P2009-533788)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｂ  67/20     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/46     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  67/44     (2006.01)
   Ｃ０８Ｋ   5/34     (2006.01)
   Ｃ０８Ｌ  33/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｂ  57/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｆ
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｊ
   Ｃ０９Ｂ  67/20    　　　Ｋ
   Ｃ０９Ｂ  67/46    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｂ  67/44    　　　Ａ
   Ｃ０８Ｋ   5/34    　　　　
   Ｃ０８Ｌ  33/00    　　　　
   Ｃ０９Ｂ  57/00    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成22年10月13日(2010.10.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固体粒子を含む顔料組成物であって、その粒子が、それぞれ固体粒子の総重量に基づい
て、有機顔料を２０～７５重量％および架橋ポリマーを８０～２５重量％、好ましくは有
機顔料を２５～６０重量％および架橋ポリマーを７５～４０重量％を含み、その固体粒子
の表面が、主として架橋ポリマーからなり、その架橋ポリマーが、架橋剤と、平均分子量
：Ｍｗが２０００～２０００００、好ましくは２５０００～１５００００、最も好ましく
は８００００～１２５０００のプレポリマーとから得られ、そのプレポリマーが、（ａ）
式（Ｉ）：
【化１８】

（式中、Ｒ１は、Ｈであり、Ｃ１～Ｃ４アルキル、Ｃ２～Ｃ４アルケニルまたはＣＯＯＲ

５であり、Ｒ２およびＲ３は、互いに独立して、Ｈ、ＯＲ６、ＮＨＲ６、Ｃ１～Ｃ４アル
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キルまたはＣ２～Ｃ４アルケニルであり、Ｒ４、Ｒ５およびＲ６は、互いに独立して、Ｈ
、非置換Ｃ１～Ｃ６アルキルもしくはＣ２～Ｃ６アルケニル、またはそれぞれがヒドロキ
シおよび／もしくはエポキシ基１個以上で置換されたＣ２～Ｃ６アルキルもしくはＣ２～
Ｃ６アルケニルであり、ｎは、２～２０００、好ましくは５～１５００の数である）で示
される反復ブロックと、（ｂ１）ヒドロキシ、エポキシまたは第一級もしくは第二級アミ
ノ基あるいは（ｂ２）不飽和結合と、を含む顔料組成物。
【請求項２】
　有機顔料が、式（II）：
【化１９】

（式中、Ｒ７およびＲ８は、それぞれ他から独立して、式：
【化２０】

で示される基であり、
Ｒ９およびＲ１０は、それぞれ他から独立して、水素、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ２４アルキル
、トリフルオロメチル、Ｃ５～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ１～Ｃ１８アルコキシ、Ｃ１～Ｃ

１８アルキルチオ、Ｃ１～Ｃ１８アルキルアミノ、シアノ、カルバモイル、ニトロ、フェ
ニル、…Ｃ＝Ｎ－Ｃ１～Ｃ２４アルキル、
【化２１】

イミダゾリル、ピラゾリル、トリアゾリル、ピペラジニル、ピロリル、オキサゾリル、ベ
ンゾキサゾリル、ベンゾチアゾリル、ベンゾイミダゾリル、モルホリニル、ピペリジニル
またはピロリジニルであり、好ましくは、水素、ハロゲン、シアノ、カルバモイル、ニト
ロ、トリフルオロメチル、フェニル、Ｃ１～Ｃ６アルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、Ｃ１

～Ｃ６アルキルチオまたはＣ１～Ｃ６アルキルアミノであり；
Ｒ１１およびＲ１２は、それぞれ他から独立して、水素、ハロゲンまたはＣ１～Ｃ６アル
キルであり；
Ｒ１３は、－ＣＨ２－、－ＣＨ（ＣＨ３）－、－Ｃ（ＣＨ３）２－、－ＣＨ＝Ｎ－、－Ｎ
＝Ｎ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ－、－ＳＯ２－、ＮＨまたは－ＮＣ１～Ｃ６アルキル－
であり；
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Ｒ１４およびＲ１５は、それぞれ他から独立して、水素、ハロゲン、Ｃ１～Ｃ６アルキル
、Ｃ１～Ｃ６アルコキシまたはＣＮである）で示されるピロロ[３，４－ｃ]ピロール；
式（III）：
【化２２】

（式中、Ｒ１６、Ｒ１７およびＲ１８は、互いに独立して、水素；それぞれ非置換である
か、またはハロゲン、ＯＨ、ＯＲ２６、ＣＯＲ２６、ＳＲ２６、ＳＯ２Ｒ２６、ＳＯ３Ｒ

２６、ＣＮ、ＣＯＯＨ、ＣＯＯ－＋Ｍ１、ＣＯＯＲ２６、ＣＯＮＨ２、ＣＯＮＨＲ２６も
しくはＣＯＮＲ２６Ｒ２７により置換されたＣ１～Ｃ６アルキル、Ｃ３～Ｃ６シクロアル
キル、ベンジルまたはフェニルであり、好ましくはＲ１６、Ｒ１７またはＲ１８は、水素
であり、最も好ましくはＲ１６、Ｒ１７およびＲ１８は、全て水素であり；
Ｒ１９は、式：
【化２３】

であり；
Ｒ２０、Ｒ２１、Ｒ２２、Ｒ２３およびＲ２４は、互いに独立して、水素、ハロゲン、Ｓ
Ｏ３Ｈ、ＳＯ３

－＋Ｍ１、ＳＯ３Ｒ２６、ＳＯ２Ｒ２６、ＳＯ２ＮＨ２、ＳＯ２ＮＨＲ２

６、ＳＯ２ＮＲ２６Ｒ２７、ＣＯＯＨ、ＣＯＯ－＋Ｍ１、ＣＯＯＲ２６、ＣＯＮＨ２、Ｃ
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ＯＮＨＲ２６、ＣＯＮＲ２６Ｒ２７、ＣＮ、ＮＯ２、ＯＣＯＲ２６、ＮＨＣＯＲ２７、Ｎ
Ｒ２６ＣＯＲ２７、Ｒ２６、ＯＨ、ＯＲ２６、ＳＲ２６、ＮＨ２、ＮＨＲ２６またはＮＲ

２６Ｒ２７であるか；
あるいはＲ２０とＲ２１、またはＲ２１とＲ２２が、対として一緒になって、非置換であ
るか、またはＲ２６および／もしくはＲ２７により置換されたＮＨＣＯＮＨ、ＣＯＮＨＣ
Ｏまたはブタジエニレンとなっており；
Ｒ２５は、ＨもしくはＲ２６であるか；またはＲ２５は、Ｒ２２もしくはＲ２４と一緒に
なって、５－もしくは６－員飽和もしくは不飽和環を形成しており；
Ｒ２６およびＲ２７は、それぞれ他のＲ２６またはＲ２７から独立して、それぞれ非置換
であるか、または１種以上のハロゲン、ＯＨ、ＯＣ１～Ｃ５アルキル、ＣＯＣ１～Ｃ５ア
ルキル、ＣＮ、ＮＯ２、ＣＯＯＣ１～Ｃ５アルキル、ＣＯＯＨ、ＣＯＯ－＋Ｍ１、ＣＯＮ
Ｈ２、ＣＯＮＨＣ１～Ｃ５アルキル、ＣＯＮ（Ｃ１～Ｃ５アルキル）２、ＳＯ３Ｃ１～Ｃ

５アルキル、ＳＯ３ＨもしくはＳＯ３
－＋Ｍ１により置換されたＣ１～Ｃ６アルキル、Ｃ

３～Ｃ６シクロアルキル、ベンジルまたはフェニルであり；
Ｍ１

＋は、Ｌｉ＋、Ｎａ＋、Ｋ＋、１／２Ｃａ２＋、１／２Ｓｒ２＋、１／２Ｂａ２＋、
１／２Ｃｏ２＋、１／２Ｃｕ２＋、１／２Ｎｉ２＋、１／２Ｍｎ２＋、１／２Ｍｇ２＋、
１／２Ｚｎ２＋、１／３Ａｌ３＋、１／２ＴｉＯ２＋、１／２ＺｒＯ２＋、または＋ＮＲ

２８Ｒ２９Ｒ３０Ｒ３１であり、ここでＲ２８～Ｒ３１は、それぞれ他から独立して、水
素；それぞれ非置換であるか、もしくは場合によりヒドロキシにより置換されたベンジル
もしくはＣ１～Ｃ２４アルケニル；[Ｃ２～Ｃ４アルキレン－Ｏ] ｍＨもしくは[Ｃ２～Ｃ

４アルキレン－Ｏ] ｍＲ２６であり、ここでｍは、１～８の数であるか、またはＲ３１は
、同一もしくは異なる…＋ＮＲ２８Ｒ２９Ｒ３０基２個をつなぐＣ２～Ｃ１２アルキレン
であり；
Ｙ１、Ｙ２およびＹ３は、互いに独立して、Ｏまたは好ましくはＮＨであり、最も好まし
くはＹ１、Ｙ２およびＹ３の２個または３個全てが、ＮＨである）で示されるアゾピリミ
ジン；
式（IV）または（Ｖ）：
【化２４】

（式中、Ｒ３２、Ｒ３３、Ｒ３４およびＲ３５は、それぞれ互いに独立して、ＮＨ２、Ｏ
Ｈ、水素、Ｃ１～Ｃ４アルキル、ＮＨＲ３６、Ｎ（Ｒ３６）２または

【化２５】

あるいはそれぞれが非置換であるか、またはハロゲン、ＯＨ、ＮＨ２、Ｃ１～Ｃ４アルキ
ルもしくはＣ１～Ｃ４アルコキシにより置換されたフェニル、ビフェニルまたはナフチル
であり、好ましくはＮＨ２、ＯＨ、水素、メチル、エチル、ＮＨＣＯＲ３７、ＮＨＣＯＯ
Ｒ３７、ＮＨＣＯＮＨＲ３７、ＮＨＣＯＮＲ３６Ｒ３７あるいは非置換であるか、または
ＯＨもしくはＮＨ２で置換されたフェニルであり、最も好ましくは、ＮＨ２、ＯＨ、水素
、メチル、ＮＨＣＯＲ３７または非置換であるか、もしくはＮＨ２で置換されたフェニル
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であり、ここで
Ｒ３６は、Ｃ１～Ｃ４アルキル；非置換であるか、またはハロゲン、Ｃ１～Ｃ４アルキル
もしくはＣ１～Ｃ４アルコキシで置換されたフェニル、ＣＯＲ３７、ＣＯＯＲ３７あるい
はＣＯＮＨＲ３７であり；
Ｒ３７は、Ｃ１～Ｃ４アルキルあるいは非置換であるか、またはハロゲン、Ｃ１～Ｃ４ア
ルキルもしくはＣ１～Ｃ４アルコキシで置換されたフェニルであり、好ましくはＣ１～Ｃ

４アルキルあるいは非置換であるか、またはクロロ、メチル、エチル、メトキシもしくは
エトキシで置換されたフェニルであり、最も好ましくはメチル、エチルまたはフェニルで
あるが、基：Ｒ３２、Ｒ３３、Ｒ３４およびＲ３５のうちの少なくとも２個が、ＮＨ２ま
たはＯＨであることが前提であり、最も好ましくはＲ３２およびＲ３５が、同一であり、
Ｒ３３およびＲ３４が、同一であり、対：Ｒ３２とＲ３５またはＲ３３とＲ３４の少なく
とも一方が、ＮＨ２またはＯＨである）示されるピリミドプテリジン；
式（VI）、（VII）または（VIII）：
【化２６】

（式中、Ｒ３８は、基：
【化２７】

であり；
Ｒ３９は、水素、Ｃ１～Ｃ６アルキル、ベンジルまたは基：

【化２８】

であり；
Ｒ４０は、水素またはＲ３８であり；
Ｒ４１、Ｒ４２、Ｒ４３およびＲ４４は、それぞれ他から独立して、水素、Ｃ１～Ｃ６ア
ルキル、Ｃ１～Ｃ６アルコキシ、ハロゲンまたはトリフルオロメチルである）で示される
イソインドリン；
式（IX）または（Ｘ）：
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【化２９】

（式中、Ｒ４５およびＲ４６は、それぞれ他から独立して、水素、ハロゲンまたはＣ１～
Ｃ６アルキルである）で示されるイソインドリノン、
ならびに式（II）、（III）、（IV）、（Ｖ）、（VI）、（VII）、（VIII）、（IX）およ
び／または（Ｘ）で示される化合物２種以上の混合物から選択される、請求項１記載の顔
料組成物。
【請求項３】
　プレポリマーが、アクリル酸、メタクリル酸、マレイン酸およびその誘導体（例えば、
そのエステルおよびアミドならびにマレイン酸無水物）からなる群から選択され、極性の
低いモノマー（例えば、塩化ビニル、ビニルアルコールまたは好ましくはスチレン）と共
重合されていてもよい不飽和モノマーに基づくホモ－またはコポリマーからなる群から選
択され、式（Ｉ）で示される反復ブロックを少なくとも３０重量％含む、請求項１または
２記載の顔料組成物。
【請求項４】
　架橋剤の量が、プレポリマーの量に基づいて、１～２５重量％である、請求項１、２ま
たは３記載の顔料組成物。
【請求項５】
　０．０１～１０μm、好ましくは５μmまで、最も好ましくは０．０５～２μm、特に０
．１～１μmの寸法を有する顔料粒子を含む、請求項１、２、３または４記載の顔料組成
物。
【請求項６】
　全顔料組成物に基づいて、他の成分を０～２０重量％、好ましくは揮発性成分を０～３
重量％、最も好ましくは揮発性成分を２重量％まで含む、請求項１、２、３、４または５
記載の顔料組成物。
【請求項７】
　エンジニアリングプラスチックおよび着色に効果的な量の少なくとも１種の請求項１、
２、３、４、５または６記載の顔料組成物を含む組成物。
【請求項８】
　エンジニアリングプラスチックが、２０℃での比誘電率２．５以上のポリマー、好まし
くは、ポリエステル（ＰＥＴなど）、ポリカーボナート（ＰＣ）、ポリスチレン（ＰＳ）
、ポリメタクリル酸メチル（ＰＭＭＡ）、ポリアミド、ポリエチレン、ポリプロピレン、
スチレン／アクリロニトリル（ＳＡＮ）またはアクリロニトリル／ブタジエン／スチレン
（ＡＢＳ）である、請求項７記載の組成物。
【請求項９】
　エンジニアリングプラスチックおよび着色に効果的な量の少なくとも１種の本発明の顔
料組成物が、２００℃以上、好ましくは２２０～３５０℃、最も好ましくは２４０～３３
０℃の温度で一緒に加工される、着色されたエンジニアリングプラスチックの製造方法。
【請求項１０】
　顔料およびプレポリマーを一緒に分散させるか、または顔料をプレポリマーの分散体も
しくは溶液に分散させるか、またはプレポリマーを顔料の分散体に分散もしくは溶解させ
るか、またはプレポリマーを顔料の存在下での乳化もしくは懸濁重合により製造する、請



(7) JP 2010-507698 A5 2010.12.2

求項１、２、３、４、５または６記載の顔料組成物の調製物。
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